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その生い立 ち,人 とな り,史 料 を中心 とした考察

楠 田 直 樹

4.駐 マ ドリー ド大 使,そ して エ テ ィオ ピア 征 服 の 主 人 公 ,1932年 か ら1936年

ロ ン ドンか ら出発 す る前 に,グ ラ ンデ ィは 同僚 た ち に,部 局 の 中 で 出 て い く

こ とを 由 と して い た人 々 も交 替 させ な け れ ば な らせ な い のか ど うか を尋 ね る可

能 性 を探 って い ま した。 そ こで,確 か に魅 惑 的 で,文 化 的 関心 を満 足 させ る駐

マ ドリー ド大 使 を選 択 しま した 。 と もか く,彼 は大 臣職 を辞 して,も う イ タ リ

ア の 対外 政 策 を指揮 す る重 要 ポ ス トに は坐 して い なか った け れ ど も,大 使 と し

て イ タ リア の対 外 政 策 の代 表 で あ っ た こ とは 紛 れ もな い 事 実 で す 。 しか し なが

ら,こ の 政 策 に 関 す る 限 り実 質 的 に は,以 前 の対 外 政 策担 当 能 力 と比 べ て ,彼

が満 足 で きる もの で は あ りませ ん で した 。 これ は い ず れ に して も,ム ッ ソ リー

二が そ の両 脇 に ドイ ツ に対 す る政 策 決定 に つ い て穏 健 で は あ る け れ ど も
,共 感

の持 て な い人 物 を登 用 して い た こ とに よ っ て い ま した。 す な わ ち,そ の二 人 の

人 物 は,秘 書 官 の フ ル ヴ ィ オ ・ス ヴ ィ ッチFulviosuvichと 内 閣 官 房 長 の ポ ン

ペ ー オ ・ア ロ イ ー ジPompeoAloisiで した。

イ タ リ ア に と って,サ ル デー ニ ャ は フ ラ ンス,ド イ ツ,イ ギ リス,エ テ ィ オ

ピ ァ と比 べ る と さ ほ ど重 要 な位 置 を 占め て い る と は言 い 難 い 地 方 で した 。 しか

し,王 国没 落後,そ して1930年 まで 思 想 的 に は フ ァ シス トに近 づ い て い た プ リー

モ ・デ ・リ ヴ ェ ー ラPrimodeRivera体 制 に な る まで は,良 好 な 関係 を維 持 し

な け れ ば な らな い相 手 で した 。 グ ァ リ ッ リア は 出発 前 に,空 軍 大 臣バ ル ポ に よ
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っ て,共 和 国 に対 す る失 敗 に帰 した 陰謀 に 関 して若 干 の 情 報 を与 え られ て い ま

した。 だ か ら,こ の新 大 使 グ ァ リ ッ リア は,イ タ リアが 取 り立 て て思 想 政 策 を

実 行 しな い共 和 国政 府 を確 信 し,そ の結 果 マ ドリ ッ ド政 府 が フ ラ ンス に近 づ き

す ぎな い よ うに監 視 しな けれ ば な りませ んで した。 ル ッジ ェ ー ロ ・モ ス カ ー テ

ィRuggeroMoscatiに よれ ば,彼 の ス ペ イ ン にお け る使 命 につ い て 省 庁 の 体 制

は グ ァ リ ッ リア 自身 に委 ね られ てお り,彼 の重 要 性 が そ れ を示 して い た よ うに

推 測 して い ます49)。 彼 は,大 使 と して,新 た な フ ァラ ンへ 主 義 的 な運 動 に参 画

し,ム ッソ リー 二 とは異 な っ た役 割 を見 越 して い ま した。 彼 は スペ イ ン語 習 得

に楽 しみ を覚 え,立 派 な外 交 官 と して,万 民 と友 好 関係 を築 き,イ タ リア以 外

の 第二 の故 郷 と して スペ イ ンで充 実 した生 活 を送 っ て い ま した。1935年 に,罹

病 し,1月4日 に父 ア ル フ ォ ンソが 亡 くな っ た一 ヶ月 後 の2月12日 に妻 が亡 く

な り ま した。 そ れ で イ タ リア に戻 り,ナ ポ リの家 を引 き払 い,故 郷 ラ イ ー トに

引 っ越 しま した。 深 く内命 的 に苦 痛 を背 負 っ た時 期 で した。 そ して研 究 生 活 の

た め に外 交 官 職 を辞 す る こ とを考 え た時 期 で も あ りま した 。しか し,ム ッ ソ リー

二が エ テ ィオ ピア担 当 の特 別 職 の長 に戻 る よ うに彼 に要 請 した と きに,そ れ を

拒 絶 す る こ とは で き ませ ん で した。 事 実,ム ッソ リー 二 は ヨー ロ ッパ 列 強 の支

持 の も と,エ テ ィオ ピア獲 得 をす で に決 定 して い ま した。1935年1月,ラ ヴ ァ

ルLavalと の協 定 で,フ ラ ンス の 同 意 を獲 得 した と確 信 して い ま した 。 グ ァ リ

ッ リア は,し か しなが ら,イ ギ リスが そ こ に巻 き込 まれ て い な い こ とに一 抹 の

不 安 を 隠 し きれ ませ ん で した 。4月13日 に,ス トレー サStresaで,ム ッソ リー

二 と英 仏 首 脳 との会 談 が 開催 され ま した。 しか し,そ こで は オ ー ス トリア の 自

治 防衛 と ドイ ッ の 隔離 を 限定 的 にす る た め に,ア ビシ ニ ア につ い て何 も話 され

る こ とは あ り ませ ん で した。1936年6月18日 に英 独 海 軍 協 定 の調 印 で,イ ギ リ

ス とす ぐに戦 闘状 態 に入 る こ とな く,伊 仏 の知 らな い 問 に ヴ ェ ル サ イユ 条 約 を

揺 さぶ っ て,ド イ ツ に イ ギ リス の35%ま で,そ して潜 水 艦 建 造 で は 同等 レベ ル

まで 海 軍 を建 造 させ る 可 能 性 を与 え て し まい ま した。そ れ で,カ ンパ ー ニ ア 出

自の外 交 官 グ ァ リ ッ リア は,エ テ ィオ ピア に は っ き り と好 意 的 で あ っ た イ ー デ

ンAnthonyEden政 府 の 要 求 を不 忠 実 な もの と見 倣 し,こ の 点 で ム ッソ リー 二
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と妥協することにな りました50)。

実際,彼 はムッソリー二やスヴィッチ,ア ロイージとの十分な合意の中で,

イタリアの政治に貢献 しただけでなく,最 良の関係を築いたスヴィッチと若干

の直接的合意に至ったことを書 き記 していました。事実1935年5月 に,ム ッソ

リー二はイタリアの手にエティオピアをなすがままにされるのをよしとしてい

なかったイギリスに対する態度を鮮明にしました。その理由は,イ ギリスが国

際連盟の成員であったこと,そ してイギリスの公式見解が国際連盟の再評価を

求めていなかったこと,ム ッソリー二をヒトラーよりも危険であり,な んら誠

実な譲歩をする意図す ら持ち合わせていないと考えていたイーデンによって私

物化されていたイギリスの政治があったことだとされていました。それで,イ

ギリスは,ム ッソリー二がす ぐに情報機関か らの報告によって知ったように,

地中海に艦隊を派遣 していました。ただその艦隊はまだ戦闘態勢に入るような

ものではありませんでした。グァリッリアはムッソリー二が1935年10月2日 に

宣告 したエティオピアへの攻撃に好意的でした。イギリスの返答は,イ タリア

に対する国際同盟による経済的批准を求めさせるものでした。 しかし,イ タリ

ア人が周知のように,そ の経済的批准 というのは石油のような必需品目にまで

拡大されるものではありませんでした。グァリッリアのような外交専門家によ

れば,イ ギリスをして国際連盟の面 目を施させ,イ ギリス世論にも面 目を与え

るような互恵機能を持たせることが可能でした。事実,ア ビシニアでの企業は,

必要であっただけでなく,す ぐに再生する必要のあった英伊間の友好関係を壊

す ことはできませんでした。グ ァリッリアは,だ か ら,ボ ア レ ・ラヴァル

Hoare-Lavalの プラン,す なわち英仏首脳によって提供 されていた12月ll日 の

妥協案を好意的に見ていました。原則的に外務省によって実行され,エ ティオ

ピアの自治を維持 しようとしていたけれども,イ タリアにアビシニア王国南部

における領土的な拡大と経済的支配を与えていました。とりわけ,イ タリアが

ドイツと結びつ くのを避けるべ く,イ タリアにイギリスとの対立を改組させよ

うとしていました。ムッソリー二は,何 らかの改善を望んでお り,そ のような

提案を受け入れる準備があり,グ ァリッリアは12月18日 にファシズムの挙国一
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致内閣が議論の基本としてその提案を考えていたことを確言するために,あ る

種の伝達を準備する責務を与えられていました51)。しかし,こ の伝達はイタリ

アの新聞紙上には掲載されることはあ りませんでした。というのは,そ の夜に,

同僚や内閣の支持基盤の甘さや公式見解の対案によってホァレ辞職の知らせが

届いていたからにほかなりません。その彼の立場に,反 イタリアを掲げていた

イーデンが後釜に座ることになりました。その一ヶ月後,ラ ヴァルもまた,辞

職を余儀 なくされ,そ の後釜にフランデンFlandinが 座 りました。 ともか く,

フランスはエティオピアにおける前進勝利を奪取 していたイタリアとの批准拡

大を模索 し続けていました。ただ,グ ァリッリアは,国 際連盟 との冷え切った

関係を避けるべ く,あ らゆる出来事に直面 して差 し当たり素早 く完壁な軍事的

勝利をすることだと考えていました52)。しか し,将 来にわたって,資 本に関し

て重要な出来事が二つ相次いで生 じました。1936年1月6日,ラ ヴァル ・ホア

レ案の失敗 とイギリスとの対比が先鋭化 したのち,ム ッソリー二は ドイッ大使

ウルリッヒ ・フォン ・ハ ッセルUlrichvonHassellと 会談し,ド イツに直面 し

てイタリア政策の変化 とオース トリアが ドイッとの協定を模索する意志を彼に

伝えていました。その二 ヶ月後,3月7日 に,ヒ トラーはヴェルサイユ条約だ

けでなくロカルノ条約をも破棄 して,こ れらの条約によって非軍事化 されたま

まになっていたラインランドを軍事占拠 しました。そのときに,ド イッはまだ

非武装化 されたままで,フ ランスの反応ですぐに撤退することを余儀な くされ

ていた時でした。しかし,フ ランスは慢性的な内政危機 を抱 え,効 果的な防衛

に限界があ り,イ ーデンはイタリアに反対する決定を下していたにもかかわら

ず,ヒ トラーには反旗を翻すことは望んでいませんでした53)。

イタリアのアビシニア遠征 は凱旋勝利そのもので,5月5日 には,イ タリア

軍はアディス ・アベバを占領しました。その4日 後,ム ッソリー二はイタリア

帝国を公言しました。グァリッリアはローマのヴェネツィア広場で,ム ッソリー

二が5日 の夕刻 に行なった勝利宣言を聞いていた20万 人の聴衆の中にいまし

た。イタリアの外交にとって,共 和国誕生以後のイタリアに数えられる業績の

中でも群を抜 くもので した。その功績は全てムッソリー二に帰されるものでし
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た 。 しか し,グ ァ リ ッ リア はす ぐにイ ギ リス との 関 係 改 善 に向 け て 基 本 的 な 考

え を導 き出 そ う と して い ま した54)。 つ ま り,も しス トレー サ の 協 定 に まで戻 る

こ とが で き ない の で あ れ ば,ロ カル ノの 条 項 に まで は なん と して も戻 ら なけ れ

ば な ら ない と考 えて い ま した55)。

5.第 一次世界大戦直前直後,1936年 から1940年

ムッソリー二は,エ ティオピアでの勝利ののち,イ タリアの伝統的な政策に

戻 る意志を公言したけれども,イ ギリスにイタリア帝国の認知を求めて,重 大

な帰着に至るであろう外務省に重要な修正を実施していました。1936年6月9

日に,事 実ムッソリー二は外務大臣に,青 年で専門家ではなかった才能のある

ガレアッツォ ・チアーノGaleazzoCianoを 任命しました。すでに彼は出版物兼

宣伝大臣であ り,ヒ トラーの ドイツに接近する政策を推進 していた人物であり,

彼のもつ親 ドイツ的な熱情の基本的要因がグランディ的政策をさらに遠ざけて

い く以上に,ス ヴィッチやその同僚たちを罷免するという方向性を余儀なくす

るものでした。実際,ス ヴィッチは,ム ッソリー二に対してグァリッリアとそ

の考えを分かち合っていた回想録の中で,ひ とたびオース トリアを確保したな

らば,ド イツの世界が拡大を止めるであろうとかたった100㌔ ㍍先の距離であ

った トリエステTriesteの 再征服に考えを及ぼさないであろうと考えるのは間

違いであるというふうに記しながら,オ ース トリアの放棄に対して,最 終通告

をするところまで来ていました56)。

グァリッリアは,5月14日 の日付で,イ ギリスとの暗黙のうちの了解へ回帰

する必要性 を本源的に確信して,覚 書を書き記していました57)。その ドイッと

の関係強化という観点は,ま さしくチアーノが意図していたところでした。そ

れに暗に反旗を翻すような格好になりました。そのような状況の中で,グ ァリ

ッリァは自ら外務省業務から解放されることを望み,エ ティオピア問題に一定

の解決策を見出し,外 務省から新たなポス トへの転出を求めました。それで,

彼はブエノスアイレスに赴任することになりました。その地は大国の首都では

あ りましたが,イ タリアの政策の根本的な課題からは遠 く二義的なものでしか
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あ り ませ ん で した。 そ の と きに は,彼 は個 人 的 な 人生 と して は か な り幸 せ な 時

期 で あ っ た とい え ます 。 そ の数 カ 月 の ち の1936年9月7日 に は故 郷 ライ ー トで

結 婚 す る こ と に な っ た プ ラ ドア メー ノPradoamenoの 女侯 爵 で ス ペ イ ン貴 族 の

女性 パ ス ・マ ッゾ ッ ラ ・イ ・ラ メ ー ロPazMazzorrayRameroと 婚 約 して い

ま した 。 そ の 婚約 は ま さ し く フ ラ ン コ総統 に よる ス ペ イ ン内乱 の勃 発 が 近 づ い

て い た か ら にほ か な りませ ん で した 。 フ ラ ン コ とは彼 らの 共 通 の 友 人 ア ル マ ザ

ンAlmazanの 公 爵 が い ま した 。 こ の侯 爵 は イ タ リ ア の支 持 や フ ラ ン コへ の 援

助 に好 意 的 で した58)。彼 が ブ エ ノス ア イ レス に出発 す る際 に,ム ッ ソ リー こ か

ら アル ゼ ンチ ンの イ タ リア 人 の 中 にあ る,か な り冷徹 に な って し ま って,エ テ

ィオ ピ ア問 題 に関 して も何 ら特 別 な感 情 を抱 い て い なか った イ タ リ ア人 的 感 情

を喚 起 す る よ う に使 命 を与 え られ て い ま した 。 そ の 一 方,ア ル ゼ ンチ ン は国 際

連 盟 で も批 准 に投 票 して い ま した し,1938年 の イギ リス の 認 識 の の ち にの み イ

タ リ ア帝 国 を認 識 す る とい う もの で した 。 グ ァ リ ッ リ ア は,そ の 当 時 の 愛 国 主

義 者 や 国 粋 主 義 者 の 立 場 か ら,平 生 の 仕 事 と情 熱 で も って そ の 達 成 に期 す る も

の が あ りま した。 しか し,当 時 の ア ル ゼ ンチ ン は,「 血 の 権 利Iussanguinis」

で は な く,「 土 地 の 法Iussoli」 の原 則 に よっ て い た の で,ほ ぼ 完 壁 に イ タ リ ア

起 源 の 人 々 を 同化 す る こ とが で き ま した。イ タ リア移 民 は そ の 当 時 実 際 的 に は,

イ タ リ ア政 府 の政 策 に従 属 しなが らも,そ れ を 中断 して い ま した し,何 ら特 殊

な フ ァシス ト的 な組 織 も あ りませ んで した。 そ れ で,彼 が そ の報 告 の 中 の一 つ

に書 き記 して い る よ う に,大 部分 の移 民 は イ タ リア で は と りわ け幸 せ で は な く,

愛 国 的 な精 神 が 育 ま れ る よ う な状 況 に は あ りませ ん で した。 さ らに若 干 の場 合

に は,イ タ リア 的権 威 を あ ま りよ く見 て い なか っ た人 々 さ え も関係 を保 て る よ

う に な っ て い きま した59)。

1938年3月 に,グ ァ リ ッ リ ア は,ア ル ゼ ンチ ン政 府 の催 促 に もか か わ らず,

新 た に移 民 に好 意 的 に そ の政 策 を転 換 す る こ とが イ タ リア に とっ て好 都 合 だ と

は い え ませ ん で した60)。 と もか く,彼 は いつ もの よ うに ア ル ゼ ンチ ンで の生 活

の 中 で重 要 だ と思 わ れ る 人物 との交 友 を深 め,イ タ リア に南 米 の大 国 の一 つ で

あ る ア ル ゼ ンチ ン当地 で の正 確 で有 益 な報 告 を送 っ て い きま した。 ア ル ゼ ンチ
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ンの政治勢力の間では,国 家主義者 と保守主義者がイタリアのファシス ト政権

に好意的であったのに対 して,急進主義者や極左主義者は反ファシス トであ り,

イタリア出身で二重国籍を保持 していたイタロ ・アルゼンチン人の問に,こ の

二つ の政 治的 な流 れが混在 してい ま した。教皇 ピオ11世 の 回勅 をMit

brennenderSorge(焦 げつ きる憂慮で)と いう 「称号」を与えていた ドイッ

でナチス政権の反宗教政策へのアルゼンチンのカトリック社会の反応を引用 し

ながら,ナ チズムに関する見解がいずれであるのかを理解 させるのに不足はあ

りませんでした61)。1938年9月 のミュンヘ ン会議の前 日にはイタリアに帰国し,

チアーノが ドイツに対する分別ある政策を維持していなかったこと,そ してイ

タリアがかなり満足 した国家として道理を弁えた政策を展開していないように

思われたこと,さ らにエティオピアでの衝突ののち継承していかなければなら

なかった政策を捨ててしまっていたことを見抜 きました。イタロ ・バルポltalo

Balboは ヨーロッパ列強の衝突に当たって軍備の準備不足 を情報 として彼に与

えていました。それに反して,ム ッソリー二は,戦 争に駆 り立てる準備 を整え

ようとしていたヒトラーのように独裁者になろうとしていました。そしてとき

お り彼の論議はヒトラーの論議と同 じく好戦的なものになっていきました62)。

その後,ム ッソリーこの仲介があって,同 盟国は譲歩し,9月28日 にミュン

ヘンでヒ トラーの要請に応 じて同意しました。このときムッソリー二は和平の

救済者のように思えましたが,グ ァリッリアはファシズムの長がヒ トラーの利

害のためにイタリアをもてあそんでいるのではないかと考えて,憂 慮していま

した63)。いずれにしても,彼 はイタリア政治の流れを変えるべ く職責に留まる

ことを考え,在 パリ大使になることを受諾 しました。その職はスペイン内乱や

フランスでの人民戦線の勝利のおかげで,報 告をあげることが非常に難 しかっ

た2年 の間空席になっていました。 しか し,人 民戦線政府が1938年4月 に倒れ

たために,か なり好意的な報告を与えられる段階に入っていったのではないか

と思われます。チアーノにしろムッソリー二にしろ,グ ァリッリアをしてイタ

リア外交政治の中心人物にしようとする意図は全 くもっていませんでした。つ

まり,彼 をしてその人物像を利用 しようとしていただけでした。彼はフランス
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人 に受 けが よ く,イ タ リア政 治 の 闇 の部 分 を完 壁 に覆 う こ と ので き る人 物 だ と

見 倣 して い た にす ぎませ ん。 だか ら,ム ッソ リ ー 二 は彼 を受 け入 れ る こ と に反

対 して い ま したが,チ ア ー ノ は彼 を登 用 して も何 も大 き な変 化 は な い と踏 ん で

い ま した64)。 そ のせ い か,彼 の 仕 事 は す ぐに 困 難 を極 め る よ う に な りま した 。

つ ま り,11月30日 に ロ ー マ で フ ァ シズ ム政 府 と イ タ リ ア労 働 組 合 の反 フ ラ ン

ス ・デ モが 起 こ りま した。 そ の と きイ タ リ ア の議 員 た ち は,チ ア ー ノ の演 説 の

最 中,彼 が 「イ タ リ ア人 民 の 自然 的 な鼓 舞 」 に つ い て語 っ た65)際 に,チ ュ ニ

ジ ア,コ ル シ カ,ニ ー ス,サ ヴ ォ イ ア,ジ ブチ の雄 叫 びが 湧 き溢 れ て い きま し

た 。 そ の デ モ は フ ラ ン ス の 大 使 ア ン ド レ ・フ ラ ン ソ ワ ・ポ ン セAndr6

Frangois-Poncetが イ タ リ ア に着 任 した 直 後 の もの で した し,グ ァ リ ッ リ アが

フ ラ ンス大 統 領 に拝 謁 す る とい う前 日の こ とで した。 彼 は そ の翌 日友 好 関係 に

あ っ た フ ラ ンス 人 の労 働 大 臣 ア ナ トー ル ・ドゥ ・モ ン ツ ィAnatoledeMonzie

か らそ の仔 細 を 聞 き及 ぶ こ とに な りま した。 グ ァ リ ッ リア は,こ の よ う に暗 雲

立 ち込 め る状 況 で 出発 しなが ら も,フ ラ ンス との 関係 改 善 に尽 力 しつ つ,ム ッ

ソ リー 二 に フ ラ ンス政 府 に 対 し て有 効 な 政 策 を説 明 しよ う と して い ま した66)。

そ の た め に,彼 は イ タ リア に対 して好 意 的 で,な かつ 偏 見 的 な敵 悔 心 を もた な

い人 物 た ち,例 え ば ドゥ ・モ ンツ ィや ラ ヴ ァル,フ ラ ンダ ンな どの よ う な人 々

の も とに頻 繁 に 出入 り して い ま した。 そ の よ う な要 人 との 関係 性 の 中 か ら,ム

ッソ リー 二や チ ア ー ノ に,フ ラ ンスが 想 像 して い る ほ どの決 定 的 な勢 力 で は な

い こ とを理 解 させ よ う と しま したが,彼 らは コ ル シ カ,ニ ー ス,サ ヴ ォ イ ア に

関す る イ タ リア の愚 か な 口実 が 世 論 を動 か す 力 に な る の で は な い か とか,ま だ

抵 抗 勢 力 と して 大 きな力 を秘 め て い る の で は ない か と考 え られ て い ま した67)。

グ ァ リ ッ リ ア は さ ら に,ド イ ツ の 不 実,と りわ け外 務 大 臣 リ ッベ トロ ッ プ

Ribbentropの そ れ を確 信 させ よ う と し ま し た。 こ の ドイ ツ外 相 は12月6日 に,

二 国 間 国境 画 定 の独 仏 宣 言 署 名 の た め に来 仏 して い ま した68)。い ず れ に して も,

グ ァ リ ッ リ アの 行 動 は ム ッ ソ リ ー 二 を翻 意 させ る こ とに は な りませ ん で した 。

す で に,ム ッソ リー 二 は チ ア ー ノ に3月3日 の時 点 で か な りの不 満 を表 明 して

い ま した69)。在 パ リ ・イ タ リア大 使 と して,自 らの外 交 手 腕 か ら,そ の外 交 文
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書 の 中 に,恐 ら く手段 と して,熱 心 な フ ァ シス トだ と思 わせ る よ う な文 言 を挿

入 して い ま した70)。彼 は実 際,ユ ダヤ 人 排 斥 主 義 者 で は なか っ た し,過 去 にお

い て は植 民 地 問 題 や 東 方 問 題 の た め の 第 五 課 の 責 任 者 で した 。 そ の さい に は,

ユ ダ ヤ人 の好 意 を イ ギ リ ス人 た ち に残 さ な い た め に もいか な る偏 見 も な くシ オ

ニ ズ ム 運 動 に追 従 して い ま した 。 だか ら,彼 の と っ た主 導 的 な 行 動 に 関 して,

イ タ リア の親 シ オ ニ ズ ム主 義 者 の社 会 を も構 築 す る こ とに な りま した。

そ の よ う な 関係 性 の 中 で,彼 は組 合 運 動 を,フ ラ ンス左 翼 を も激 し く批 難 し

て い ま した71)。 そ して ま た,彼 は,民 主 主 義 者 で ヨー ロ ッパ の キ リス ト教 民 主

主 義 を 支 持 して い たパ リ大 司 教 の 枢 機 卿 ヴ ェル デ ィエVerdierに よれ ば,熱 心

な カ トリ ック信 者 で した72)。彼 の批 判 は,ル ー ズ ヴ ェ ル ト大 統 領 の 親友 で在 モ

ス ク ワ大 使 を 歴 任 し て い た ア メ リ カ 大 使 ウ ィ リ ア ム ・ビ ュ ッ リ トWilliam

Bullitに は信 義 深 い もの で した73)。 この ビ ュ ッ リ トは,ア メ リ カ合 衆 国が そ の

当 時独 伊 を援 助 す る何 らか の可 能性 を残 して い な か っ た に もか か わ らず,フ ラ

ンス を して,独 伊 に対 す る戦 争 を押 しか け て い ま した 。 フ ラ ンス の外 交 官 レオ

ン ・ノ エ ルLeonNoelに 当 惑 を残 した ビ ュ ッ リ トの 古 典 的 な外 交 戦術 に対 して,

グ ァ リ ッ リア は,彼 の とっ た行 動 に大 い に 困惑 し ま した 。 ビュ ッ リ トは す で に

1937年 か らル ー ズ ヴ ェ ル トに 派 遣 され て お り,二 人 の独 裁 者 に対 して 戦争 を仕

掛 け る 必 要 が あ り,い っ し ょに没 落 させ な けれ ば な らな い と語 っ て い ま した 。

そ れ に 反 して,ノ エ ル は,ム ッソ リー 二 は ヒ トラー とは 異 な り,あ らゆ る 方 法

で ヒ トラ ー と分 断 させ る こ とが 大事 で あ る と考 え て い ま した74)。

5月22日,当 然 グ ァ リ ッ リア が 知 らぬ 問 に独 伊 鉄 鋼 協 定 が 締 結 され ま した 。

この 協 定 は,同 盟 関係casusfoederisが 防 衛 戦 争 に 限 らず,両 国 の う ち の どち

らか が 攻 撃 を実 行 す る 戦 争 の 場合 に も素 早 く行 動 す る とい う条 件 で,こ の 両 国

間 に 揺 る ぎな い 結 び つ きに な っ た よ う に思 え ます 。 実 際,ム ッ ソ リー 二 は,イ

タ リア に とっ て1943年 以 前 に戦 争 に突 入 す る こ とが 不 可 能 だ った とい う こ と を

理 解 させ た こ とで,少 な くと も三 年 とい う期 間 を稼 い だ と考 えて い ま した 。 し

か し,ヒ トラー はそ の 署 名 の 翌 日 に はポ ー ラ ン ド侵 攻 の 準 備 をす る よ う に配 下

の 将 軍 た ち に命 じて い ま した75)。 そ う見 て くる と,こ の 協 定 の 軽 重 とい う点 か
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ら,ム ッソリー二にしろ,チ アーノにしろ,ま た在ベルリン大使ベルナルド・

アットリコBernerdoAttolicoに しろ,軽 くあ しらわれていたにす ぎないこと

を物語っています76)。8月13日 にザルツブルグでリッベ ントロップとヒ トラー…

がポーランド侵攻の撤回不可能な決定を伝えたときに,チ アーノは大いなる自

らの過ちに気がつ きました。ファシス ト政府の見通 しの甘さとともに,グ ァリ

ッリアの卓越 した外交戦術が大 きなコントラス トになって見えてきます。時の

政府に取 り込まれることなく,自 らの外交信条を,針 の穴に糸を通す ような気

持で,陳 述 していこうとしていたことが窺い知れます。いずれにしても,彼 の

努力 も時代の流れの中で水泡に帰 してしまったことは事実です。それに対して,

チアーノの考えは反対になってしまったにもかかわらず,確 かに英仏が努力す

る中でポーランド防衛の戦争に突入 しましたが,た とえその努力が実っていた

としても,そのときにこの両国に対抗する方がよかったのではないで しょうか。

チアーノは裏切 られたという思いから帰国し,イ タリァを ドイッとの同盟から

分断しようとする決意を胸に秘めていました。しかし,ム ッソリー二はイタリ

アが戦争準備に怠りがないと確信 していましたが,ま だ不確定要素が多く横た

わっていました77)。

その時以来,グ ァリッリアは,イ タリア外交政策行動についての情報を与え

られることがなかったけれども,少 なくとも外務省 との同調を目指していまし

た。 ドイッとポーランドとの間で戦争ないかたちでの衝突を解決すべ く外交手

段 に訴えようとしつつ,イ タリアとフランスとの和解,イ タリアの戦争介入阻

止に尽力しました。彼は,ポ ーランド人が ドイツの攻撃に対して防衛できるだ

けの状況にはなかったことに確信をもっていました。それで,彼 は,ム ッソリー

二によって最後の瞬間になされた調停の試みを支えようとし,フ ランスの友人

たちからの情報を求めていました。ムッソリー二は,ド イツの軍団の前進を止

めるヨーロッパ列強間の他の会議を提案しました。しかし,英 仏は占領地域か

らの撤退をまずしなければならないということを正当に宣言 しました。ただ,

フランスは,イ タリアの大使によって押されていたのだが,ド イツ軍団の象徴

的な撤退だけでは満足していませんでした。グァリッリアは,イ ギリスがフラ
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ンスをして戦争に引 きず り込もうとしていたのではないか と考えていまし

た78)。

グァリッリアは,仏 伊接近の可能性に期待を寄せていました。もしイタリア

が ドイッの立場を共有しないならば,同 様に英仏間の価値領有を考慮された戦

争への危機を求めることを前提にしていました。なかんず く,グ ァリッリアは,

ドゥ・モンッィ大臣といっしょに,仏 伊間の商業交流の増加の擁護者で した。

チアーノによっていつも暗雲が立ち込めていましたが,在 ロンドン大使ジュ

ゼ ッペ ・バスティアニー二GiuseppeBastianiniと の個人的連i携を強化 していま

した。彼もまた,介 入に反対の立場を貫いていましたが,衝 突へのイタリアの

介入を避けるべ く全力を尽 くして,ロ ーマに情報を送っていました。

イタリア外交史研究の師匠であるマリオ ・トスカーノMarioToscanoは,グ

ァリッリアの文書や第二次世界大戦勃発後のイタリアの外交文書に関して,次

のように記しています。「和平に関するさまざまな試み,ポ ーランドでの出来

事によって引 き起こされた反応そして独露協同,列 強諸政府の進化,そ して根

底に戦争への序奏を感 じ取っていた強固な非妥協的な態度に関する世論の具体

的な表明によって生 じた反応は,ア ッティリコ,ロ ッソRosso,グ ァリッリア

や他の指導者たちの公文書を通 しての特有の活気をもって続いており,あ たか

も無知な出来事を暴露できなかったとしても,出 来事や心理的側面の最良の把

握力に明らかに貢献 していた」 と述べています79)。

グァリッリアの無数の意義深い報告の中で,と りわけ重要なものは,2月24

日のものです。その中で,仏 伊問の疑問を正常化すべ く対話を重ねようという

フランスの提案を,非 交戦状態のままで,中 立性を宣言しつつ,イ タリアが受

諾するように道理をもって表現 していました。彼はそこに,衝 突の際の可能な

限りの結果,す なわち ドイツの勝利,英 仏の勝利,妥 協的な和平 というような

結果について述べていました80)。彼の並々ならぬフランスに対する思い入れと

いうよりもむしろ反戦和平の考え方が色濃 く感 じられるところです。 しかし,

イタリアをして,彼 の思う方向にもっていくことに大きな矛盾 を抱えていたこ

とも事実です。そのギャップを埋めるべく,身 を粉にして闘ったにもかかわら
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ず,彼 の思う結果に行きつ くことがなかったところに,彼 の悲劇性が出ている

ような気が します。

また,彼 はともに反戦派であった教皇や国王の行動に一縷の望みを抱いてい

ました。そのために,ロ ーマで1939年12月28日,教 皇ピオ12世 と国王と歴史的

な謁見の手助けをしていました。 しか し,ド イツの勝利は,ム ッソリー二をし

て戦争へと大きく舵をとらせてしまいました。最後の最後まで,グ ァリッリア

は,衝 突に突入するのを避けるべ く,フ ランスがイタリアに価値ある申し出を

することを提案させようとしていました。というのも,彼 はフランスが ドイツ

の支配下に置かれていた国境付近の領土を穏健にイタリアに占有させる意図を

もっているだろうと考えていたか らにほかなりません。 しか しなが ら,彼 や友

人のドゥ・モンツィの努力の甲斐もなく,フ ランス政府は,イ タリアの戦争介

入を避けたいと宣言 しなが らも,具 体的な申し出を一切 しませんでした81)。

6.そ の 後1943年 ま で

1940年6月10日 宣 戦 布 告 が な され た こ とで,彼 の フ ラ ンス にお け る使 命 が 終

わ りを告 げ,1940年10月 に ム ッ ソ リ ー こ の命 令 一 過,イ タ リ アが ギ リシ アへ の

不 運 の攻 撃 に威 厳 を添 え て い ま した。 そ して1942年2月 ま で そ の責 務 に留 ま る

こ と は あ りませ んで した。 そ れ は ま さ し く彼 が ベ ル ナ ル ド ・ア ッ トリコ の亡 き

後 ヴ ァテ ィ カ ンの イ タ リ ア大 使 に任 命 され た時 で した。 こ の任 務 の ゆ え に,彼

は宗 教 心 の厚 い感 情 に しろ,1923年 にス イス で 知 り合 っ た ヴ ァテ ィ カ ンの枢 機

卿 ル イ ジ ・マ ッ リ オ ー ネLuigiMaglioneと の 友 人 関 係 を考 慮 して い た に しろ,

決 定 的 に適 任 者 で した。 知 己 に な っ た と き,マ ッリ オ ー ネ は,ベ ル ンで教 皇 大

使 で あ り,グ ァ リ ッ リア は ロー ザ ンヌ 会 議 の イ タ リ ア代 表 で した 。そ の 時 以 来,

彼 らの 関係 は保 たれ 続 け てい ま した。 戦 争 が 世 界 戦 に な り,イ タ リ ア は そ の恩

恵 を蒙 る こ と は な く,ア フ リ カで は イ ギ リス に敗 れ,海 上 で は ム ッソ リ ー こ の

皮 相 的 な攻 撃 を受 け た ギ リ シ ア に一 敗 地 に まみ れ ま した。 グ ァリ ッ リア はす で

に以 前 よ りこ の よ う な悲 惨 な状 況 を予 測 して い ま した。 ドイ ツ は こ の イ タ リア

の状 況 を見 て,イ タ リ ア 自立 の大 損 害 か ら立 ち直 らせ る行 動 に 出 ま した82)。
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1941年6月22日,ヒ トラ ー は ソ連 の攻 撃 を 開始 し,電 光 石 火 の戦 いで あ る こ

とを信 じて い ま したが,広 大 な領 土 を支 配 下 に収 め た に もか か わ らず,ソ 連 を

ね じ伏 せ る こ とは で きませ ん で した。1941年12月7日,ア メ リカ合 衆 国 も 日本

の真 珠 湾 奇 襲 攻 撃 の の ち参 戦 す る こ とに な り ま した。 ム ッソ リー 二 は こ の米 ソ

両 超 大 国 に も宣 戦 布 告 す る こ とを考 え て い ま した。 グ ァ リ ッ リア とマ ッ リオ ー

ネ は,イ タ リア の命 運 に憂 慮 して お り,国 王 の権 威 が 強化 され る こ とを望 ん で

い ま した83)。(続 く)

註

49)Cf.Guariglia,PrimiPassiinDiplomaziaeRapportidall'AmbasciatadiMadrid,Moscati,R.,

ed。,Napoli,1971,Pag.187,

50)AppuntodelleconversazionitraGuarigliaeSuvich,Roma,2416/1935,inDDI,Serie

VIII,1,D.432.

51)Guariglia,Ricordi1922-1946,Napoli,1949,pp.296-297.[ed.francese:Ladiplomatie

difficile.M6moires1922-1946,Paris,1955.]

52)Scarano,F.,RaffaeleGuariglia,1'uomoeildiplomaticalserviziodelloStato,Salemo,n。d.,

pag,41.

53)イ ー デ ン の 政 策 に 関 す る 批 判 に つ い て は,DeFelice,Mussoliniilduce,voLI,Torino,

1974,pp.668segg.そ し て イ ギ リ ス の 立 場 に つ い て は,Lamb,R.,Mussoliniandthe

British[1.T.:Mussoliniegliinglesi,Milano,1998]を 見 よ 。Cf.Scarano,loc.cit,

54)Scarano,oP.cit。,pag.41,

55)Guariglia,op.cit.,pag.323:cio色amettercinuovamentealfiancodell'lnghiterraaldisopra

dellamischiainqualitadiarbitrienondipartineiconflittieuropei.と い う ふ う に 述 懐 し て

い る 。

56)Scarano,oP.cit.,pag.49.

57)す な わ ち,Scarano,loc.cit.:eraanchefavorevoleabuonerelazioni,manonad

un'alleanzaconlaGermaniaeinquestosensoavvertiilnuovo血nistrodegliEsteridinon

andaretroppoAvantineirapportconBerlino.と い う ふ う に,ド イ ツ と の 関 係 の 進 捗 に

憂 慮 の 念 を 禁 じ え な い 。

58)Scarano,loc.cit.に は,そ の 一 つ の 理 由 と し て, ."ancheperch6,incontrandolasua

fidanzataallafrontierfranco-spagnola,sieraresocontodegliaiuticheaffluivanodalla

Franciaairepubblicani."と し て い る 。



16

59)GuarigliaaMAE,BuenosAires,13/111938,Moscati,Scritti<Storico-Eruditi>e

DocumentiDiplomatici(1936-1940),Napoli,1981,pagg.231-2.

60)Idem.,14/3/1938,pag.240.

61)GuarigliaaMAE,BuenosAires,24/4/1937,Moscati,op.cit.,pagg,210-211.

62)Scarano,op.cit.,pag.50:Sieraalloraali'apicedellacrisideiSudeti,quandosembravache

lavolontbdiHitlerdioccupareimmediatamentequestite皿itoridellaCecoslovacchia,

abitatiinmaggioranzadatedeschi,portasseallaguerra.と い う ふ う な 状 況 に な っ て い た 。

63)Scarano,idem.:…dellaGermaniadiHitler,alqualeritenevasifosselegatoperch6

convintodell'ineluttabilithdiunaGuerraedellavittoriatedesca.と 見 倣 して い た 。

64)Guariglia,Ricordil922-1946,Napolir1949,pag.357.ま た,Ciano,G.,Diario1937-

1943,edDeFelice,R.,Milano,1990,pag.210に は,[Guarigliaera]unfUnzionariofurbo,

chelegherhl'asinodovevorrailpadrone,malofarbamalincuoreperch66undemocratice

quindi,nelfondo,francofilo.と い う ふ う に,叙 述 さ れ て い る 。 す な わ ち,人 物 と し て

利 用 さ れ て い た こ と が 窺 い 知 れ る 。

65)DeFelice,Mussoliniilduce.LoStatototalitario1936・ ・1940,Torino,1996,pag.557に 見 え

る チ ア ー ノ の 演 説 に 見 ら れ る 。

66)GuarigliaaCiano,Parigi,3/3/39,ASMAE,CarteGuariglia,b.1fasc.Francia1939.``Per

esempioamarzosegnalavacomealministerdegliEsterifrancesesisarebbecoltivatala

possibilitadifareconcessioniinmaterialcolonialedicedereGibuti."と い う ふ う な 提 案 を

し て い る 。 こ れ か ら も 彼 の フ ラ ン ス に か け る 意 気 込 み が 見 て 取 れ る 。 そ の た め の 譲

歩 す ら 厭 わ な い 姿 勢 が 出 て い る 。

67)そ の う え に,例 え ば ヴ ェ ネ ツ ィ ア に 関 し て の 問 題 も 含 め て,GuarigliaaCiano,

Parigi,24/12/1938,ivi.ま た,Guariglia,Ricordicit.,LetterapersonalediGuarigliaa

Ciano,Parigi,8/12/1938,pagg.375-377;idem,Scritticit.,pagg.256-257;Minutain

ASMAE,CarteGuariglia,b.1,fasc.Francia1939.を 参 照 せ よ 。

68)上 述 の 註(67)を 参 照 せ よ 。 と も か く,"1'esuberanzadiunpopologiovanile"[青 年 の

活 性 化]と し て,そ の 問 題 を 規 定 し よ う と し て い る 。

69)Ciano,gp.cit.,pag.260.

70)GuarigliaaCiano,Parigi,31611939,ASMAE,C .arteGuarigha,b.1fasc.Francia1939や

そ の 他 さ ま ざ ま なAffariPoliticiFrancia1931-1945,b.40,1939の 文 書 に 見 ら れ る 。 例

え ば,``inparticolareespressionicontrogliebrei,identificaticomeiprincipaliartefici

dell'antifascismoinFrancia,chericorronospessoneisuoirapporti."と い う ふ う に 記 さ れ

て い る 。

71)GuarigliaaCiano,Parigi,22/2/1939,Guariglia,Scritticit.,pagg。272-273.そ の 文 言 の 原



)

)

)

)

4

5

6

7

7

7

7

7

国 家 に 尽 く し た 外 交 官 ラ フ ァ エ ッ レ ・グ ァ リ ッ リ ア(2a)17

典 は,ASMAE,AffariPoliticiFrancia,b.40,1939.の 中 に 見 ら れ る 。

72)GuarigliaaCiano,Parigi,21/1/1939,ASMAE,CarteGuariglia,b.1,fasc.Francia1939;

AffariPoliticiFrancia1931-1945,b.40,1939.

73)Cf.GuarigliaaCiano,Parigi,15maggio1939,ASMAE,CarteGuariglia,b.1,fasc.

Francia1939.

Noel,L.,LesillusionsdeStresa.L'ltalieabandoneeaHitler,Paris,1975,pag.163.

例 え ば,Toscano,M.,Leoriginidelpattod'Acciaio,Firenze,1948.

78)

例 え ば,PietroPastorelliの 論 考 な ど に 顕 著 に 見 ら れ る 。

Scarano,op.cit.,pag.57:infattitemevaunacadutadiprestigiosenonavessetenutofede

agliobblighidell'alleanzaancheseallafineilbuonsensoavrebbeprevalsopursenzafargli

denunziarel・alleanzaconlaGe㎜ania.と い う ふ う に 推 察 し て い る 。

Scarano,op.cit.,pag。57:Guarigliapot6consoddisfazionevederecheMussoliniavevaper

ilmomentoseparatolesuesonidallaGermaniaevitandodientrareinGuerra,sebbeneil

<duce>proclamandolanonbelligeranzacontinuavaadichiararsialleatodellaGermania,

maerainrealtbinattesadeglieventi.

79)Toscano,M.,Storiadeitrattatiepoliticaintemazionale,Torino,2nded.,pag.364 。

80)GuarigliaaCiano,Parigi,24/2!1940,DDI;Guariglia,Scritticit.,pagg。371-372:Nel

primocaso1'ltaliadovracercaredifarsiIasuaparteinunapaxgermanica,mapoich6questa

paxperessereimpostaaglialtridovraesserefondatasopraunacompleteschiacciante

vittoriahitleriana,pocoimporter}allaGermaniauninterventoarmatoitalianodell'ultimao

anchedellapenultimaorainsoccorsodelvincitore.Sar註dunquesempreinsededi

organizzazionedellapaxge㎜anicacheI「Italiapotraintervenire,edallorainchecosaun

accordfattooraconlaFrancialepotrbanziessereper1'Italiaunpfuavanzatopuntodi

partenza・Sevincerannoinveceglialleati,さovvioche1'ayerregolatoanticipatamenteisuoi

rapPorticonlorononpotraessereperl'Italiacheunvantaggio,siaperevitarediessere

isolate,siaperchiedere,ovepossible,dipi貢.NelcasodiunapacepihomenoBianca,tutte

questeragionichemiliterebberoafavoredellaprontoconclusiondiunaccordconla

Franciaacquisterebberodipers6maggiorforzadievidenza.と い う の が そ の 文 言 の 全 容

で あ る 。 い か に 彼 が フ ラ ン ス と の 関 係 維 持 に 全 力 を 注 い で い た の か が 理 解 で き る と

こ ろ で あ る 。 そ し て さ ら に,ド イ ツ の 不 実 さ に つ い て 強 調 し て い る 。 す な わ ち,

"inquelledueotreoccasionichelaGermaniahaavutodimostrarsilealecon1'ltalia
,essasi

色guardatabenedalfarlo-1'occupazionediPraga,ilpattoconlaRussiasovietica,laGuerra

allaPoloniaecc.:Hitlernonhacredutofossesuodovereosemplicementesuointeressbdi

consultare1'ltaliaprimadicompieretaliattipoliticibenpfuimportantedibenpiUvasta



18

portataeuropeacheun'eventualeaccorditalo-francesesullasoluzionedicerteminori

questioni.L'ltalia,datolostatodiGuerraattuale,potrebbeinvecespingersianchead

infbmmarelaGermaniapreventivamenteditrattativedirettearaggiungeretaleaccord,enon

sivedesuquailbasen6morali,n6giuridiche,n6praticheBerlinopotrebbenegareaRomail

dirittodidarviseguito."と ま さ に 一 刀 両 断 で あ る 。

81)Guarigliaは,自 ら の こ の 特 殊 な 試 み を 叙 述 し て い る が,そ れ はDDIの 中 に あ る 未

発 表 の も の も 好 感 さ れ た も の も 含 め て,外 交 文 書 の 中 に 確 認 さ れ て い る 。

82)と り わ け,ギ リ シ ア で の イ タ リ ア 軍 の 状 況 に 関 し て は,二 つ の 映 画 が 好 一 対 を な

し て い る 。 一 つ は,マ ッ デ ン 監 督 の 『コ レ リ 大 尉 の マ ン ド リ ン 』 で あ り,今 一 つ は

サ ル バ トー レ ス 監 督 の 『地 中 海 』 で あ る 。 そ の 当 時 の ギ リ シ ア,エ ー'ゲ 海 で の イ タ

リ ア 軍 の 行 動 を イ メ ー ジ で き る 。

83)Scarano,oP.cit.,pag.59.

臨


